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２０１９年度 事業報告書 

２０１９年１月１日～２０１９年１２月３１日          

特定非営利活動法人 Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ 

 

１ 事業実施の概略 

特定非営利活動法人Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒは、愛知県内外と名古屋市・豊田市、日進

市を中心として活動。 

平成３１年度（令和元年度）活動の目標は例年継続事業として既存会員へのご提供サービスのレ

ベル向上の為、会員向けメール配信やホームページを業者によるリニューアル化、会報誌マザリー

アースたいむず会報誌は年２回の定期的な情報発信を行い、新会員には、名刺と徽章などの配布物

とポロシャツとジャケットの販売を継続で行った。 

会員以外への情報発信は、豊田市主催の「WE LOVEとよたフェスタ」に環境寺子屋、福祉、 

農事事業部の三部門出店、「とよたまちさとミライ塾」主催の農業体験イベント公募、「耕Ｌｉｆ

ｅ」、「とよた市民活動センター」のＨＰ、「東海農政局食育メールマガジン」、「食育ネットあ

いち」のメールマガジン等にイベント情報の掲載を行った。また、ボランティア募集掲載サイトの

「アクティボ」へ登録し５３件の応募があった。 

 また、食育、食農、環境イベントで農事ボランティアの参加者を多く募り、農薬、化学肥料、除

草剤を一切使用しない完全オーガニック作物の安全な食農と健康に関する課題提起、解決を図った。 

 豊田市藤岡、猿投地区の田畑や日進市委託事業として新規に借りた田圃では、農業後継者が激減

していく中、遊休農地や耕作放棄地が増えた問題や国内自給率が低い等の課題を地産地消を促す有

機循環自然農法を実践し、安心安全な農薬・除草剤・化学肥料不使用の完全オーガニック氣力野菜、

氣力米を作り、親子や一般参加者に提供する機会を多く作った。 

その結果、健康で持続可能な地域社会を基盤とするコミュニティ構築を形成できるよう活動を推

進し、愛知県本部より岐阜県・三重県・千葉県・兵庫県・青森県等の県外にも理念の普及啓発とマ

ザリーアースプロジェクトの賛同実践者を増やし、会員増強に努めてきた。 

 

各事業の具体的な内容としては、定款の目的を達成するため、次の事業を実施する。 

① ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業。 

② 自然再生と環境の保全活動を支援する事業。 

③ 保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業。 

④ 資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業。 

⑤ 社会的包摂推進に係る事業。 

⑥ 農作業及びその付帯業務の代行及び請負事業。 

⑦ 農具及び土壌改良資材の製造、販売事業。 

⑧ 前各号の事業を遂行するために必要な事業。 
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２ 事業の実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る研修事業 

①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 

（ア） 事業内容 

  〇ＷＥＢシステム利用の活動はメール配信にてイベント・セミナー・ボランティア等の発信。 

   会員以外の方への情報発信は、「とよたまちさとミライ塾」主催の農業体験イベント公募、 

「とよた市民活動センター」のＨＰ、「東海農政局食育メールマガジン」、「食育ネット 

あいち」のメールマガジン等にイベント情報の掲載を行った。 

 

（イ）事業内容 

〇国際交流の場として、岡崎のりぶらまつりでは、日本の竹を使い昔のおもちゃ作りを伝承 

体験。また、恒例となったクリスマスに向けた松ぼっくりツリーの製作体験を行った。 

当会の理事の１人が岡崎ニュースを発行し、国際交流を長年開催されており共催にて実施。 

 

（ウ）ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 国際交流 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 (A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

① WEBシステム 

情報交換事業 

（国際交流） 

第30回 国彩幸流会

Earth cafe 

りぶらまつり2019 

プレイベント 

持寄りお楽しみ会 

「スリランカ支援 

プロジェクト‼」 

活動㏚ 

会費:無料・持寄り

無い方(\500/人) 

主催：岡崎ニュース 

協力事業：当会 

(A) R1.8.17 

18:00～20:00 

(B) 岡崎市図書館

交流プラザ 

リブラ 3階

301号室 

(C) 6人 

副理事長 

  村野政章  

理事 山本純子 

スタッフ：4名 

(D) 岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E) 

参加者数 25人 

大人 25人 

 

0円 

① WEBシステム 

情報交換事業 

（国際交流） 

第11回 

りぶらまつり2019 

おかざき国彩幸流会

Earth café 

多文化共生交流 

(A) R1.11.9/10 

10:00～16:00 

(B) 岡崎市図書館

プラザ 

 リブラ 1階

(D) 岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E)参加者数 

100人 

0円 
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 ブース出展 

「スリランカ支援 

プロジェクト‼」 

主催：岡崎ニュース 

協力事業：当会 

103号会議室 

(C) 9人 

副理事長 

  村野政章  

理事 山本純子 

スタッフ：7名 

 

① WEBシステム 

情報交換事業 

（国際交流） 

第30回国彩幸流会

Earth Café 

一品持寄り/感謝の

会/会費:無料・持寄

り無い方(\500/人) 

「スリランカ支援 

プロジェクト‼」 

活動㏚ 

会費:無料・持寄り 

無い方(\500/名) 

主催：岡崎ニュース 

協力事業：当会 

(A) R1.12.14 

18:00～20:00 

(B) 岡崎市図書館

交流プラザ 

リブラ 3階 

301、302号室 

(C) 6人 

副理事長 

  村野政章 

理事 山本純子 

スタッフ：4人 

(D）岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E)  

参加者数 28人 

大人 25人 

こども 3人 

0円 

（２） 総費用 （無償ボランティア１９人） 

総合計   ０円 

（３） 収益  

総合計       ０円 

（内訳） 

参加費 無料 （社会貢献事業として受入） 

 

反省点・改善ポイント 

8月17日のプレイベントでは、りぶらまつり案内と出展募集が出来た。一品持ち寄り料理はスリ

ランカ料理やブラジル料理の国際色も有り参加者は楽しんでいた。夏の行事が重なり、外国人の参

加が少なかった。 

12月14日国彩交流会音楽、踊り、出し物が沢山有り楽しく、笑いの絶えない盛り上がる交流会だ

った。この様な多文化共生の交流会は来年度も引き続き企画開催してゆきたい。 
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その他 収益 

Ｉ-ＴＥＮ㈱ 顧問料 ６００，０００円 

 

②自然再生と環境の保全活動を支援する事業 

（エ）事業内容 

環境セミナーとして、会員向けに、Motherly earth Project理念、コミュニティ構築 

勉強会を開催。Motherly earth Projectの元であるUniverse State の説明。 

何を目指し、実現しようとしているのか。目的、実践・実行に向けての講話やESD、SDGs 

勉強会を行った。 

今回、昨年と同様に地方支部からも多数ご参加。原点・理念を多くの会員と共に学べた。 

また、交流会も行い、愛知本部で栽培した氣力米と、木樽で作った3年熟成の豆味噌や 

氣力野菜を使ったお味噌汁を提供し食育の重要性を伝えた。 

総会後にマザリーアースプロジェクトセミナーを開催し、基調講演として一般社団法人 

美濃青年会議所2018年度理事長の辻晃一氏、この内容は当会の理念やSDGsについて学ぶ機会 

となった。それと当会理念に基づいたコミュニティづくり活動の講演、各エリア、支部活動 

発表。 

 

（オ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 環境セミナー 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

（環境セミナ

ー） 

Motherly earth 

Project理念 

コミュニティづくの

勉強会を開催。 

Universe Stateの 

説明。ESD,SDGs  

(持続可能な開発目

標)についての勉強会

やワークショップ 

(A) R1.1.27 

10:00～16:00 

(B)名古屋市 

能楽堂 会議室 

(C) 3人 

理事長 

  山本百百代 

スタッフ：2人 

(D)会員 

(E)参加者数  

25人 

会員 25人 

32,300円 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

マザリーアース 

プロジェクト 

セミナーを開催。 

辻晃一氏基調講演と 

(A) R1.3.10 

14:00～18:30 

(B)ウィルあいち 

 セミナー 

(D)会員 

(E)参加者数  

48人 

会員 46人 

8,910円 
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（環境セミナ

ー） 

各エリア、支部活動 

発表。 

ルーム５ 

(C) 10人 

理事長 

  山本百百代 

スタッフ：9人 

一般 2人 

(２）総費用（無償ボランティア１３人）         

総合計 ４１，２１０円 

（内訳） 

・配布資料印刷費      ３００円 

 ・会場借料         ３２，０００円 ＊午後、夜間 区分 

  ・旅費交通費       ８９１０円 ＊３/１０講師交通費 

(３）収益        

総合計 ２１，５００円 

(内訳） 

  Motherly earth Project 理念 コミュニティづくりの勉強会 

・会員        １７，５００円（７００円×２５人） 

マザリーアースプロジェクト セミナー 

 ・一般         ４，０００円 

 

(４）反省点・改善ポイント 

前半の講義時間が長くなり、ESD,SDGs (持続可能な開発目標)についての講義時間が短くなった。 

 

  

（カ）事業内容 

環境イベントとして、年４回の主たるイベント中２回目をとよたまちさとミライ塾の企画 

を活用し開催。 

このイベント「猿投町の生き物と共生する田んぼでいきものみっけ！」は、大人も子供も 

自然の中で生き物と共生している事を学ぶ。   

食育としては、完全オーガニックの氣力野菜と氣力米を使ったカレーライスづくりを参加者 

参加型のワークショップ形式で野外にて実施。子どもたちへは、包丁の使い方を伝えた。 

竹筒炊飯での炊飯体験も行い、災害時の調理や火起こしの方法などを参加者の方に伝える事 
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が出来た。参加者は一日に環境、食育、ものづくりの３つの体験を行い、とても満足されてい 

た。 

 

（キ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 環境イベント 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(環境 

イベント) 

第１回 

環境イベント。 

『猿投町の生き物と

共生する田んぼで 

いきものみっけ！』

を当会豊田市圃場 

にて開催。 

(A) R1.8.4 

9:30～15:30 

(B) 豊田市猿投 

棒の手会館(裏) 

当会圃場 

(C) 10人 

副理事長 

  村野政章 

スタッフ：9人 

(D)豊田市 

一般、会員 

(E)参加者数  

43人 

大人 32人 

小学生以下  

10人 

幼児 1人 

※内会員 17人 

27,425円 

 (２）総費用（無償ボランティア１０人）           

総合計   ２７，４２５円 

（内訳） 

・当期仕入高     ５，１８４円    ・賃借料         １，２００円   

・保険料        １，２００円   ・消耗品費       １４，８４１円   

・支払手数料      ５，０００円 

 

(３）収益       

総合計  ４６，９００円 

(内訳） 

 ◆参加費 

・一般大人（高校生以上） ２２，１００円（１，７００円×１３人） 

・会員          １０，８００円（１，２００円× ９人） 

・スタッフ         １２，０００円（１，２００円×１０人） 

・小学生以下        ２，０００円（  ２００円×１０人） 

・幼児               ０円（    ０円× １人） 

 

(４）反省点・改善ポイント 

今回は恒例の流しそうめんを中止する事で、棒の手会館裏圃場での調理体験を実践する事 
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 が出来た。移動時間が少なくなった。ものづくり会場として借りた棒の手会館学習室は、冷 

 房完備だった為に、休憩所ともなった。 

子どもが包丁で指を切りましたが大事無く、適切な処置が出来ホットした。スタッフの見 

守り強化が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ク）事業内容 

寺子屋のものづくりは、食育イベント1回、食農イベント1回、環境イベント1回に 

竹や木、藁を使ったものづくりを実施。 

また、環境イベントでは竹はしの製作指導を親子向けに行った。 

竹を活用した箸作りをする事で、災害時でも食器を作る方法を伝える良い機会と 

なった。 

豊田市内の竹林の管理として伐採する竹を再生利用として寺子屋ものづくりに使用、 

①の国際交流と④の食農・食育イベントで子供達に竹を使用したおもちゃ作りの指導や、 

竹炭等を作り田畑に撒き土壌再生に使用。 

 

（コ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 寺子屋ものづくり 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

（寺子屋もの

づくり） 

第1回食農イベント 

木のおもちゃづくり 

(A)R1.5.12 

9:30～15:30 

(B) 豊田市猿投町

当会圃場 

(C) 2人 

理事 

  服部裕一 

役員  

  伊藤厚 

(D) 豊田市 

一般、会員 

(E)  

参加者数 8人 

子ども 8人 

 

0円 
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  ②自然再生と

環境の保全活

動を支援する

事業 

（寺子屋もの

づくり） 

第1回環境イベント 

竹箸作り 

(A) R1.8.4 

9:30～15:30 

(B)豊田市猿投 

棒の手 

ふれあい広場 

(C) 3人 

理事 

   服部裕一 

  黒田雅也 

役員 

   伊藤厚 

(D)豊田市 

一般、会員 

(E)参加者数 

31人 

大人  21人 

子ども 10人 

0円 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

（寺子屋もの

づくり） 

第1回食育イベント 

クリスマスリース 

づくり 

(A)R1.12.2 

10:00～16:00 

(B) 豊田市猿投町

当会研修施設 

(C) 1人 

役員 

    伊藤厚 

(D) 豊田市 

一般、会員 

(E) 参加者数 

10人 

大人   2人 

子ども 8人 

0円 

(２）総費用（無償ボランティア６人）           

総合計               ０円 

（内訳） 

・  ５/１２ 田植えイベント       ０円  

・  ８/ ４ 環境イベント        ０円    

・１２/ ８ 食育イベント         ０円 

 

(３）収益        

総合計   １４，７００円 

(内訳） 

◆参加費 

・  ５/１２ 田植えイベント  ２，４００円（ ８人×３００円） 

・ ８/ ４ 環境イベント   ９，３００円（３１人×３００円） 

・１２/ ８ 食育イベント    ３，０００円 (１０人×３００円) 

  

(４）反省点・改善ポイント 

    チラシ印刷時にものづくりの内容が決まっていない事もあったので、年間を通じて作製す 

るものを検討していく。環境イベントにて、気温が高くなる時間帯にのものづくりを実施 

したところ、熱中症対策になった。多くの方が関心をもてる内容に変化をもたす。 
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（サ）事業内容 

    公園や山に落ちている松ぼっくりを拾って来ての小さなツリー作りを体験。 

また、豊田市の竹林より間伐した竹を使いものづくり体験を実施。 

   

（シ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 寺子屋ものづくり 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生

と環境の

保全活動

を支援す

る事業 

（寺子屋も

のづく

り） 

りぶらまつり 

でんでん太鼓や 

起き上がり小法師や 

松ぼっくりツリー 

づくり 

 

(A) R1.11.9/10 

10:00～16:00 

(B)岡崎市図書館 

 交流プラザ 

Libra 

(C)3人 

委員 伊藤厚 

スタッフ：2人 

(D) 岡崎市 

一般、会員 

(E)参加者数 

13人 

子ども 13人 

0円 

 

(２）総費用（無償ボランティア３人）           

総合計              ０円 

（内訳） 

  

(３）収益       

総合計    ４，６００円 

(内訳） 

・１１月 ９日     １，７００円 

・１１月１０日     ２，９００円 

 

(４）反省点・改善ポイント 
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  子どもが途中で厭きてしまい、保護者の方が代わりに作ろうとしたが、声掛けし何とか自分 

で最後迄体験する様に促した。りぶらまつり自体への参加者が少なく、集客が伸び悩んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

（ス）事業内容 

寺子屋ものづくり事業部としては、県のテーマパークにて春秋まつりへ参加。 

理事長がモリコロパーク専用に考案したオリジナル作品で、粘土からハサミ一本で作れる 

「モリゾー・キッコロ」を３歳児から高齢者まで幅広い年齢層にものづくりを個人指導。 

モリコロパーク・マネジメント会員としてパークキャラクターを子供達の想像力や発想力 

を引き伸ばす為に会を上げてボランティア事業として実践。 

 

（セ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 寺子屋ものづくり 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の

範囲 

(E)人数 

事業費の

額 

（単位：

円） 

②自然再生

と環境の

保全活動

を支援す

る事業 

（寺子屋も

のづく

り） 

モリコロパーク 

春まつり 

ハサミ1本でつくる 

モリゾー、キッコロ 

の粘土教室 

(A) R１.3.23 

10:00～16:00 

(B)モリコロパーク

地球市民交流 

センター屋内 

会場 

(C)6人 

理事 

    服部裕一 

スタッフ：5人 

(D) 愛知県内外 

一般、会員 

(E)参加者数 

20人 

子ども 20人 

0円 

②自然再生

と環境の

保全活動

を支援す

モリコロパーク 

秋まつり 

ハサミ1本でつくる 

モリゾー、キッコロ 

(A) R1.9.22 

10:00～16:00 

(B) モリコロパーク 

大芝生広場付近

(D) 愛知県内外 

一般、会員 

(E)参加者 

30人 

35,812円 
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る事業 

（寺子屋も

のづく

り） 

の粘土教室 休憩場 

(C) 7人 

理事 

     服部裕一 

スタッフ：6人 

子ども 30人 

 (２）総費用（無償ボランティア１３人）           

総合計     ３５，８１２円 

（内訳） 

 ・当期仕入れ            ３５，３８０円 

 ・手数料                 ４３２円 

 

(３）収益       

総合計     ２５，０００円 

(内訳） 

・粘土細工モリゾー・キッコロ春まつり １０，０００円（２０人×５００円） 

・粘土細工モリゾー・キッコロ秋まつり １５，０００円（３０人×５００円） 

 

(４）反省点・改善ポイント 

呼び掛け不足で集客が少なく、今後農事ポップ等も工夫し呼び込み易い物を作り集客を増やす。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

（ソ）事業内容 

寺子屋ものづくりとして今年は、にっしんわいわいフェスティバルにて、日進市のマスコ 

ットキャラクターであるニッシーの粘土教室を開催。 

違う色の粘土を混ぜ合わせ新たな色を作る工程から指導。粘土を混ぜ、色の変化を感じれ 

る作る工程を見て創造力や発想力を学ぶ機会を与える良い時間となった。 

 

（タ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 寺子屋ものづくり 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生

と環境の

保全活動

を支援す

る事業 

（寺子屋も

のづく

り） 

にっしんわいわい 

フェスティバル 

粘土でつくる 

ニッシー作り 

(A)R1.7.6 

10:00～17:00 

(B)日進市 

スポーツセンター 

2階 

(C)4人 

理事長 

 山本百百代 

スタッフ：3人 

(D)日進市 

一般、会員 

(D)  

参加人数 7人 

子ども  7人 

0円 

(２）総費用（無償ボランティア４人）           

総合計         ０円 

（内訳） 

 

(３）収益       

総合計     ３，５００円 

(内訳） 

・にっしんわいわいフェスティバル      ３，５００円（７人×５００円） 

 

(４）反省点・改善ポイント 

展示用ポップ等の準備不足。呼び込み易い物を作り動員を増やす。 

１体製作するのに時間がかかるので、指導方法の改善が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

（チ）事業内容 

寺子屋ものづくりとしては、WE LOVE とよたフェスタへ参加し竹のもづくり教室や 

藁草履り、竹のおもちゃなど製作物を展示。ボランティアの募集を実施。 

 

（ツ）自然再生と環境の保全活動を支援する事業 寺子屋ものづくり 
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（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生

と環境の

保全活動

を支援す

る事業 

（寺子屋も

のづく

り） 

WE LOVE とよた 

フェスタ 

竹のものづくりや藁草

履や竹のおもちゃなど

を展示。 

(A) H31.3.17 

10:00～15:30 

(B)豊田市スカイ

ホール 

(C) 3人 

理事 

服部裕一 

スタッフ：2人 

(D)豊田市内外

の不特定多数

の方々。 

(E)100人以上 

2,000円 

(２）総費用（無償ボランティア３人）           

総合計         ２，０００円 

（内訳） 

寄附金（参加費） ２，０００円 

 

(３）収益       

総合計             ８００円 

(内訳） 

  ８００円（２人×４００円） 

 

(４）反省点・改善ポイント 

定番の竹ぽっくりやでんでん太鼓はマンネリ化しているので新たなものづくりを実施して 

いく必要有り。今年は男性スタッフだけの受け入れは中々集客が伸びない。女性のものづくり 

スタッフが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③保険、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業 
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（テ）事業内容 

心の学校メンタルヘルスのワークショップは、心のあり方や物の考え方について悩みを抱

えている方、人との調和や会社の方針に疑問を持った方、心身に病のある方等を対象として、

言葉遣いや考え方を変える事で「プラス思考」に切替え、苦しい思いの人生観が変わる生き

方を指導。心の問題がものの考え方を変える事で、解決に向けての必要な取組になる事を事

例やマンダラ思考を通して自己改革の仕方を指導。ワークショップ形式セミナーを愛知で年

６回開催。岐阜で年１回無料セミナーを開催。悩める会員と一般市民の悩める方々を交えて

有料で心の学校メンタルヘルス講座を開催。一般者がひとりでも申込みがあれば開催。 

 

（ト）保険、医療、老人福祉及び健康促進事業 心の学校メンタルヘルス事業 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

業 

第65回 

テーマ『悩めるあなた

に、心のトリートメン

ト』心のあり方や物の

考え方について悩み

を抱えている方等を

対象として、人生観が

変わる生き方を指導。 

(A) H31.2.24 

(B) とよた市民 

活動センター 

(C)2人 

講師 

当会理事長 

事務局 

正会員 1人 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

6人 

会員 6人 

 

  0円 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

業 

第66回 

テーマ『悩めるあなた

に、心のトリートメン

ト』心のあり方や物の

考え方について悩み

を抱えている方等を

対象として、人生観が

変わる生き方を指導。 

(A) H31.4.21 

(B)イーブル 

なごや 

(C)2人 

講師 

当会理事長 

事務局 

正会員 1人 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

8人 

会員６人 

先受会員 

1人 

一般 1人 

1,669円 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

第67回 

テーマ『悩めるあなた

に、心のトリートメン

ト』心のあり方や物の

考え方について悩み

(A) H31.6.30 

(B) イーブル 

なごや 

(C) 2人 

講師 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

8人 

会員 7人 

一般 1人 

2,009円 
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業 を抱えている方等を

対象として、人生観が

変わる生き方を指導。 

当会理事長 

事務局 

正会員 1人 

当日欠席 

1人 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

業 

第68回 

テーマ『悩めるあなた

に、心のトリートメン

ト』心のあり方や物の

考え方について悩み

を抱えている方等を

対象として、人生観が

変わる生き方を指導。 

(A) H31.7.21 

(B) イーブル 

  なごや 

(C) 2人 

講師 

当会理事長 

事務局 

正会員 1人 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

3人 

会員 2人 

先受会員 

1人 

 

1,689円 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

業 

第69回 

テーマ『悩めるあなた

に、心のトリートメン

ト』心のあり方や物の

考え方について悩み

を抱えている方等を

対象として、人生観が

変わる生き方を指導。 

(A) H31.8.18 

(B)とよた市民 

活動センター 

(C)2人 

  講師 

当会理事長 

事務局 

正会員 1人 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

3人 

会員 3人 

 

1,289円 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

業 

第70回 

テーマ『悩めるあなた

に、心のトリートメン

ト』心のあり方や物の

考え方について悩み

を抱えている方等を

対象として、人生観が

変わる生き方を指導。 

(A)H31.9.29 

(B)イーブル 

なごや 

(C)2人 

  講師 

当会理事長 

事務局 

正会員 1人 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

2人 

会員 2人 

 

1,609円 

保健、医療、

老人福祉及

び健康促進

事業を支援

する事業 

岐阜エリアｾﾐﾅｰ11回 

テーマ『悩めるあなた 

に、心のトリートメン 

ト』自己の考え方を知 

り感謝と反省と謙虚さ 

を知る事で人生観が変 

わる生き方を指導。 

 

(A)H31.1.20 

(B)岐阜県高山市 

こくふ交流 

センター 

(C)2人 

講師 

理事長  1人 

副理事長１人 

(D)一般、会員 

(E)参加者数 

6人 

会員 5人 

一般 1人 

0円 

（２） 総費用  （無償ボランティア 1４人） 

総合計        ８，２６５円          

（内訳）６回開催分 
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・賃借料    ２，０００円  （会場費４００円×４回＝１６００円） 

（８００円×１回＝８００円） 

(4/28 返金▲４００円×１回＝４００円） 

・宣伝広告費  ６，２６５円  (チラシ用紙Ａ４ ５冊３，３４５円) 

                                (チラシ印刷代５回分 ２，９２０円) 

 

（３） 収益  

総合計      ４５，０００円 

（内訳）６回 

 ・参加費 ３７名 

・会員       ３６，０００円（２４人×１，５００円） 

・一般         ９，０００円（ ３人×３，０００円） 

・前年度前納者          １名 

 

（４）反省点・改善ポイント 

今年度は各事業部員（会員）を対象として意気を高め活動の内容を理解して、心の正しい 

  使い方、思いの考え方を修整する事、一般参加者に対する心遣いと自己反省をする事で思い遣 

りを育て、対応の仕方を学び会員を増員出来る様に心を作っていく事を目的として活動を再 

編成、東京・三重等支部員も受講参加。昨年の受講生の欠席者は受講料免除の為、収益が上 

がってない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ナ）事業内容 

その他として企業者へのメンタルヘルス・コンサルを毎月１回指導。 

障がい者事業や会社経営者の方々に対してのコンサルを毎月１回指導。  

内容は利用者・スタッフの方々の雇用など施設拡張等で色々な悩みが拡大。  

事業者を対象に改善策を毎月コンサル相談し有料で実地指導。 

（ニ）保険、医療、老人福祉及び健康促進事業 

その他として企業者へのメンタルヘルス・コンサル事業 
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（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

③保健、医

療、老人福

祉及び健康

促進事業を

支援する事

業 

利用者・スタッフの 

方々の雇用など施設 

拡大での雇用等の 

問題。事業者を対象に 

毎月コンサル相談をし 

て指導料を頂き改善策 

を指導 

(A)月１回 

(B)事務所 

(C)2人 

理事長  

山本百百代 

副理事長 

村野政章 

(D)会員対象 

(E)参加者数 

1人 

会員 1人 

０円 

 

（２） 総費用  

総合計          ０円 

（内訳） 

  

（３） 収益  

総合計  １，２００，０００円 

（内訳） 

 ・参加費 

 会員：１名 １，２００，０００円（１２カ月×１００，０００円） 

 

（１）その他 費用 （寄附金） 

WELOVEとよたフェスタ 福祉事業部出展料（寄附金扱い） １，０００円 

※WE LOVE とよたフェスタに３ブース出展参加した。福祉の出展料が寄附金扱いとなった。 

 

④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 

（ヌ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 農事業 

（１）総費用          

総合計     １，４８５，７８２円 

（内訳） 

・旅費交通費       １，８６０円    ・運賃         ２５，２００円 

・保険料        １３３，４５０円        ・修繕費      ４３０，９９２円  

・消耗品費       ５０３，８２８円    ・広告宣伝費     １２，９６０円  

・支払手数料          ２，３７６円      ・減価償却費    ３７５，１１６円 

 

（２）収益        ３４，０００円 

総合計  ３４，０００円 
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（内訳） 

・管理売上高 ３０，０００円  ・当期売上高  ４，０００円 

 

（ネ）事業内容 

    食育・食農の農業関連事項については、「心の学校の課外授業」として位置付けられ、食 

農イベントは田植え1回、稲刈り2回を開催。稲刈りは「とよたまちさとミライ塾」のプログ 

ラムとして実施。食育イベント1回は「食農感謝祭の餅つき」を実施。 

農業を通じて豊田市猿投町と藤岡飯野町の圃場で、障がいを伴う方々（自閉症などの知的 

障害・発達障害等）・うつ病・生活困窮者・生活保護者の方々と共に就労準備訓練を実施。  

共働共生を目指し、完全オーガニックで（農薬・化学肥料、除草剤不使用）安心安全な 

農業指導を実践の中で、健康に係る問題改善や解決を図る為に、耕作地を豊田市農地バンク 

を活用し不耕作地と農業後継者問題の最中。有機循環自然農法の普及を会員や一般者・ボラ 

ンティアに向けての農業指導を実践。無農薬で安心安全、美味しいと子供達も喜んで食べら 

れる野菜を提供するイベントで、食農と食育の大切さを伝える機会を増やし、健康で持続可 

能な社会基盤を形成出来る様に活動を推進。普及と向上と同時に環境保全で生き物や自然と 

の共生の大切さ、いのちを育む大切さを活動を通して伝え、そして半農半就をしながら福祉 

と農業を活かした自給自足のコミュニティ構築を目指して実践中。 

日頃ＣＳＲ活動で、企業ボランティアの安城市の東和精機株式会社様に農業支援・応援・ 

ご協力を頂き農業ボランティア参加者の方々に日頃の感謝を込めて、収穫感謝祭にご招待の 

声掛けをし、一般者と一緒に楽しんで頂く企画をした。今回残念ながら東和精機株式会社 

様は都合が合わず不参加となった。その為、後日野菜等と共にお餅を送った。 

食育委員の料理スキルをワークショップ形式で薬膳の知識を元に無農薬野菜の素材を生 

かした料理を参加者の親子にも調理指導を実施。カレー作りではスパイスから有機のもの 

にこだわり、小麦などのアレルギーを持つ方にも安心に食べられるベジタブルカレーを 

研究し発表した。野菜嫌いの子供達が喜んで食べる姿を親が見て感動された。それを見て 

私達も「苦労して野菜を作った結果、野菜嫌いの子供達が喜んで食べるのを見て」スタッ 

フ全員が喜べた。しっかりと調理方法や薬膳効果を説明した所リピーターも増加。 

会員やご家族に限らず、参加者の子ども達にも農業を伝承して、美味しい無農薬野菜の 

味を知る事で、元気に健康になって頂き未来・将来に役立てれば、イベント開催に意義が 

見い出せた。もし、食糧危機が来た時に農業経験が有れば、災害時に生き残れ、自然と共生 

をして行く事の大切さを体験していれば、農業は次世代の担い手に受け継がれると私達は信 

じ、青少年育成と社会人・留学生の受入も実施している。 

今年度より日進市委託事業として農地を新規に借り入れしたので、日進市の依頼によりぐる

ぐるNISSHINまちミル博覧会企画として、稲刈りとはざがけ体験を実施している。 

※ＫＴＣおおぞら高等学院・名古屋キャンパスの農業体験学習は担当教諭不在の為、今年 

度は中止。 

（ノ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 食育・食農イベント 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（食農イベ

ント） 

第 1 回食農イベント  

峰のむらさきの田植 

え、苗取り。 

食育体験釜戸炊き 

体験と玄米おむすび

づくり、五平餅作り 

 

(A)R1.5.12 

9:30～15:30 

(B) 豊田市猿投町

当会圃場 

(C)11人 

副理事長 

村野政章 

スタッフ:10人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)参加者数 

41人 

大人 27人 

障がいを 

伴なう方 2人 

中学生 1人 

小学生以下 8人 

幼児 3人 

※内会員 17人 

 10,631円 

④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（食農イベ

ント） 

とよたまちさとミライ

塾 

稲刈りとこだわりの 

お米とお味噌を使っ 

た五平餅づくり 

 

(A)R1.10.6 

10:00～16:00 

(B) 豊田市猿投町

当会圃場 

(C) 10人 

 理事 服部裕一 

スタッフ：9人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)参加者数 

 25人 

大人 22人 

小中学生以下 

   2人 

未就学児 1人 

※内会員 

 16人 

 4000円 

④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（食農イベ

ント） 

とよたまちさとミライ

塾 

稲刈りとこだわりの 

お米とお味噌を使っ 

た五平餅づくり 

 

(A) R1.10.27 

9:00～16:00 

(B) 豊田市猿投町

別所圃場、六反田

当会役員圃場 

(C) 10人 

 理事 服部裕一 

スタッフ：9人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)参加者数  

33人 

大人 25人 

小中学生以下 

     6人 

未就学児 2人 

※内会員 15人 

 3,825円 
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④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（食育イベ

ント） 

ぐるぐる NISSHIN ま

ちミル博覧会  

稲刈りとはざがけ体験 

(A)R1.10.26 

9:30～12:00 

(B) 豊田市猿投町

当会研修施設 

(C) 3人 

副理事長 

村野政章 

スタッフ:2人 

(D)日進市民 

(E)参加者数  

22人 

大人 8人 

小学生以下 6人 

未就学児 5人 

内会員 3人 

900円 

④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（食育イベ

ント） 

第 1 回食育イベント 

食農感謝祭  

杵と臼を使用した昔な

がらのもちつき、味噌

汁、和太鼓演奏と和太

鼓体験。 

(A)R1.12.8 

10:00～16:00 

(B) 豊田市猿投町

当会研修施設 

(C) 12人 

 理事 黒田留美 

 スタッフ：11人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)参加者数  

59人 

大人 49人 

小学生以下 9人 

未就学児 1人 

※内会員 19人 

11,604円 

 (２）総費用（無償ボランティア４６人）           

総合計       ５０，９３２円 

 (内訳） 

 

〇食農イベント    １９，３５６円 

・講師料（２名)無償ボランティア 

・会場費（当会にて年間通して借りている圃場なので無料） 

・通信費     ３，６６６円   ・賃借料         １，５００円 

・保険料     ３，９００円   ・消耗品費    １，５９５円 

・広告宣伝費   ３，５７０円   ・支払手数料   ５，１２５円 

  

〇食育イベント     １１，６０４円 

・講師料（２名)無償ボランティア 

・会場費（当会の猿投寮内なので無料） 

・通信費       ３，８６４円   ・賃借料        １，２００円        

・保険料     １，２００円   ・広告宣伝費    ５，３４０円 

 

 (３）収益     

総合    １７０，０００円  

（内訳） 
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〇食農イベント参加費   ８２，５００円 

田植え 参加費          ４２，１００円 

 ・一般大人（高校生以上）    １７，０００円（１０人×１，７００円） 

・障がいを伴う方        ２，４００円（ ２人×１，２００円） 

・会員                   ７，２００円（ ６人×１，２００円） 

・中学生              ７００円（ １人×  ７００円） 

・小学生以下            １，６００円（ ８人×  ２００円） 

 ・スタッフ             １３，２００円（１１人×１，２００円） 

稲刈り１回目 参加費     １２，６００円 

・一般大人（高校生以上）   １２，０００円（１２人×１，０００円） 

・小中学生以下             ６００円（ ２人×  ３００円） 

稲刈り２回目 参加費     １６，８００円 

・一般大人（高校生以上）    １５，０００円（１５人×１，０００円） 

・小学生以下             １，８００円（ ６人×  ３００円） 

 ぐるぐるNISSHINまちミル博覧会 稲刈り   １１，０００円 

・大人             ８，０００円（ ８人×１，０００円） 

・小学生            ３，０００円（ ６人×  ５００円） 

 

〇食育イベント・食農感謝祭参加費   ８７，５００円 

・一般大人（高校生以上）    ４０，０００円（１６人×２，５００円） 

・会員                   １４，０００円（ ７人×２，０００円） 

・小学生以下             ９，０００円（ ９人×１，０００円） 

・スタッフ              ２４，５００円（１１人×２，０００円、１人×２，５００円） 

・招待客                ５人（山田主成ご夫婦様、藤井様２名、松林様） 

                      ９人（ＴＳＵＷＡＭＯＮＯ彩様） 

 

反省点・改善ポイント 

今年は各イベントとも集客が伸び悩んだのは長雨が続き結果、稲刈りでは参加人数が少なく、雨 

降り後の悪条件が重なりが思う様に進まなかった。 

食育イベントでは、準備をするスタッフや当日のスタッフも不足していたが、多くの会員の協力が

あり無事終えることができた。普段から会員の方への呼びかけが必要。 
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（ハ）事業内容 

あいちの農林水産フェアやWELOVEとよたフェスタ、トマト祭り、STREET&PARKマー 

ケット、朝市で語ろうなどへの出展や宅配を行い野菜やお米、加工品の販売を実施。 

 

（ヒ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 マルシェ販売 

（１）総費用          

総合計   ４，９２６，７３２円 

（内訳） 

〇人件費用 

（内訳）       １，８１３，７００円 

 ・正会員従事者（延べ２２名）無償ボランティア 

・給料手当       １，８１３，７００円 

（６１３，７００円/年×１人） 

(１２ヶ月×１００，０００円×１人） 

     

〇その他経費用     ３，１１３，０３２円 

(内訳） 

仕入、棚卸関係     １，５４８，１４０円 

・当期仕入高 １，５７７，３３１円   ・期首棚卸高   １４３，１４１円 

・期末棚卸高  ▲１７２，３３２円 

 

寄附金、減価償却費など １，５６４，８９２円 

・寄附金       ２，０００円   ・減価償却費   ３７８，８９３円 

・賃貸料       ４８，４１６円     ・地代家賃      ２４，０００円   

・保険料       ９６，５００円     ・修繕費      ２２６，０５０円   

 ・水道光熱費    ８５，２１４円     ・燃料費      ２３９，４５８円  

 ・消耗品費    ２１６，１２７円     ・租税公課      １４，４００円    

・運賃      １９６，７１３円     ・事務用品費       ２，５４０円   

・広告宣伝費        ８，３８０円     ・支払手数料     ２３，２０１円     

・印刷製本費      ３，０００円    

 

（２）収益      ２，２８２，０２７円  
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(内訳） 

・売上高      ２，０３９，２３３円     

＜宅配販売＞       ８２９，５１３円（アリーニュ様販売含む） 

＜出展販売＞     １，２０９，７２０円 

 内訳 

 ・ミッドランドマルシェ夕市 ６，１１４円 ・興正寺マルシェ ２２，２３６円 

・りぶらまつり（２回出展） ９，７３０円 ・藤岡マルシェ   ３，６８０円 

・日進シンポジウム    ５２，７１０円 ・朝市で語ろう   ６，５５０円 

・WELOVEとよたフェスタ  １４，１８０円 ・菊石蔵開き    ５，３５５円 

・あいちの農林水産フェア ２８，５５２円 

・Street&ParkMarket（１０回出展）       １４２，８５２円 

・日進プライムツリー食育イベント（２回出展）  １４，１９０円 

・他マルシェ販売               ９０３，５７１円 

・雑収入      ２４２，７９４円 

 

（フ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 農事体験 

（２）総費用（無償ボランティア２人） 

総合計              ２，６００円 

（内訳） 

 ・広告宣伝費 ２，６００円 

 

（３）収益       

総合計            ４１，５００円 

(内訳） 

・宿泊費 ４０，０００円（１６泊×２，５００円） 

・食事代  １，５００円（ ３回×  ５００円） 

   

（へ）事業内容 

食育関係として、総会後の懇親会に豊田市で栽培している路地野菜と米を使用、調味料 

にも拘って作る食育料理が楽しみで参加する会員が多く、安心安全な生野菜を格安で食べ、 

調理の仕方も聞いて満足感に浸り帰られる。また、総会前に希望者へ弁当の提供をした。 

 

（ホ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 食育関係 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（食育関

係） 

第11回通常総会 

茶話会にて料理の 

提供を行った。 

(A) H31.3.10 

9:00～17:45 

(B)ウィルあいち 

セミナルーム2 

(C)5人 

理事長 

 山本百百代 

理事 

  黒田留美 

スタッフ 4人 

(D) 一般、会員 

(E) 参加者数 

 40人 

内会員 40人 

62,344円 

(２）総費用（無償ボランティア６人） 

総合計             ６２，３４４円 

（内訳） 

仕入高NPO       ６２，３４４円 

 

(３）収益       

総合計            ３０，５００円 

(内訳） 

昼食代        ２８，０００円（３５人×８００円） 

昼食代         ２，５００円（ ５人×５００円） 

 

反省点・改善ポイント 

   同会場内にキッチンスタジオがあったので、温かい状態で参加者へ提供する事が出来た。 

１年の調理研究結果を会員へ報告出来た事で食育への関心が高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

（マ）事業内容 「WE LOVEとよたフェスタ」へブース販売出展。 

出展の内容は野菜やお米、加工品、ポテトフライ（カラぽて）などを開発販売を行った。 
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当日は客足は少なかったが、お客様より美味しいとの評価を得た 

（ミ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④ 資 源 循 環

型・環境保

全型経済を

推進するコ

ミュニティ

の構築事業 

（食育関係） 

WE LOVEとよた 

フェスタ 

ブース出展にて 

フライドポテトの 

販売. 

活動紹介を実施 

(A) H31.3.17 

10:00～15:30 

(B)豊田市スカイ

ホール 

(C) 4人 

理事 

   黒田留美 

スタッフ 3人 

（D）豊田市内外 

の一般市民 

（E）31人 

 18,595円 

(２）総費用（無償ボランティア４人） 

総合計      １８，５９５円 

（内訳） 

仕入高NPO    １４，６０１円 

消耗品費      ３，９９４円 

 

(３）収益       

総合計           １６，５００円  

(内訳） 

１６，５００円 (３１人×５００円) 

 

反省点・改善ポイント 

オリジナルのフライドポテトを販売。色のついたじゃがいもは見た目で子どもは受け付けないよ

うだったが反対に大人は綺麗で美味しそうと受けた。 

反省は、メール、HP、SNSでの案内が遅くなり会員様などへの呼びかけが遅くなった。 

次回から早く発信する。 
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（ム）事業内容 

円頓寺商店街にて開催されたトマトまつりへのブース出展 

今回は、白米おむすびとお祝い米さくらを使ったおむすびの販売。計画実施。 

 

（メ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載した

事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環型・環

境保全型経済

を推進するコ

ミュニティの

構築事業 

（食育関係） 

トマトまつり 

ブース出展にて 

おむすびの販売.  

(A) R1.6.22 

11:00～18:00 

(B)円頓寺商店街 

(C) 4人 

理事 黒田留美 

スタッフ 3人 

（D）愛知県内外 

の一般市民 

（E）200人 

  

 7,059円 

(２）総費用（無償ボランティア４人） 

総合計          ７，０５９円 

（内訳） 

仕入高NPO      ４，６３４円 

  消耗品費       ２，４２５円   

 

(３）収益       

総合計       １５，６００円  

(内訳） 

おむすび     １５，６００円 

 

反省点・改善ポイント 

出展会場は飲食店多くすぐに食べられるものが多く、おむすびの売れ行きが鈍かった。 

沢山準備したが売れ残りは終盤に値下げし多く販売した。 
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（モ）事業内容 

日進市プライツリー赤池より出展依頼が有り、開催された秋の食イベント「～食育を 

学ぼう～」に参加、親子向けに３０分で作れる五平餅作り体験を実施。 

 

（ヤ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④ 資 源 循 環

型・環境保

全型経済を

推進するコ

ミュニティ

の構築事業 

（食育関係） 

秋の食イベント 

～食育を学ぼう～ 

にて五平餅 

づくり体験  

(A) R1.10.19/20 

11:00～18:00 

(B)プライムツリ

ー赤池 

(C) 17人 

理事長 

   山本百百代 

スタッフ 16人 

（D）愛知県内外 

の一般市民 

（E）119人 

  

 8,794円 

(２）総費用（無償ボランティア１７人） 

総合計        ８，７９４円 

（内訳） 

・仕入高NPO    ８，７９４円 

 

(３）収益       

総合計       ６５，７００円  

(内訳） 

１０月１９日   ３３，０００円 

１０月２０日   ３２，７００円 

 

反省点・改善ポイント 

日進市の米作り体験コースと重なり人員配置に苦労したが、会員の協力が有り滞りなく終える 

事が出来た。運営会社とのやり取りが難しく直前まで準備に苦労したが参加者は満席で焼いて食 

べる事が出来なかったが、子どもたちはその場で味噌を塗って美味しいと笑顔で食べていた。 
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（ユ）事業内容 

   シンポジウムにて、食育・食農・環境イベントなどにて薬膳の知識を元に当会で栽培した、 

完全オーガニックの野菜、米を使い参加者・親子と共にカレーライス作りに挑戦！、調理指 

導を行った。 

 

（１）総費用 

総合計    ３３３，４７１円 

（内訳） 

・仕入高NPO     ２００，０７９円    ・旅費交通費     ２，７００円 

・賃貸料          １４，９３２円    ・消耗品費    １１５，１６０円   

・保険料              ６００円 

 

（２）収益   ３３０，３７６円 

 〇Motherly earth Project 理念コミュニティづくりの勉強会 ３７，６００円 

  食事代         ３７，６００円（    ８００円×４７人）   

   

〇シンポジウムカレーライス作り ２５，５００円 

・大人       １９，５００円（１，５００円×１３人） 

・3歳児以上      ６，０００円（１，０００円×  ６人） 

 

〇食農イベント 食事代 ７３，６００円 

田植え          ３０，４００円 

・一般大人（高校生以上）      ８，０００円（１０人×８００円） 

・障がいを伴う方        １，６００円（ ２人×８００円） 

・会員                   ４，８００円（ ６人×８００円） 

・中学生              ８００円（ １人×８００円） 

・小学生以下            ６，４００円（ ８人×８００円） 

・スタッフ               ８，８００円（１１人×８００円） 

稲刈り１回目      １９，２００円 

・一般大人（高校生以上）    ９，６００円（１２人×８００円） 

・小中学生以下           １，６００円（ ２人×８００円） 
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・未就学              ８００円（ １人×８００円） 

・スタッフ           ７，２００円（ ９人×８００円） 

稲刈り２回目      ２４，０００円 

・一般大人（高校生以上）   １２，０００円（１５人×８００円） 

・小学生以下            ３，２００円（ ６人×８００円） 

・未就学児             ８００円（ １人×８００円） 

・スタッフ           ８，０００円（１０人×８００円） 

 

〇食育イベント・食農感謝祭 食事代 ４５，０００円 

・一般大人（高校生以上）    １６，０００円（１６人×１，０００円） 

・会員                   ７，０００円（ ７人×１，０００円） 

・小学生以下            ９，０００円（ ９人×１，０００円） 

・未就学児           １，０００円（ １人×１，０００円） 

・スタッフ              １２，０００円（１２人×１，０００円） 

 

〇日進米作りコース２０１９ 食事代 ６４，６９６円 

・田植え １４，７７４円         ・生き物調査  １６，３７４円 

・稲刈り １６，３７４円         ・足踏み脱穀  １７，１７４円 

 

〇環境イベント 食事代    ３３，６００円 

・一般大人（高校生以上）   １０，４００円（８００円×１３人） 

・会員             ７，２００円（８００円× ９人） 

・スタッフ            ８，０００円（８００円×１０人） 

・小学生以下          ８，０００円（８００円×１０人） 

 

〇カレーライス作りと野菜の栽培体験 食事代   １７，６００円 

・一般、会員          ７，２００円（８００円× ９人） 

・小中学生           ２，４００円（８００円× ３人） 

・スタッフ           ８，０００円（８００円×１０人） 

 

〇農林水産フェア    ５，０００円 

 

〇甘味噌、おかか販売 ８，２００円 

 

〇その他      １９，５８０円 

 

（ヨ）事業内容 

農薬・化学肥料・除草剤不使用の「旬の野菜を使ったカレーライス作りとよっしー畑で 
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野菜の栽培体験♪」イベントを当会役員との共催事業として開催。 

（ラ）資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 その他 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（その他） 

カレーライスづくり。 

踏み脱穀。玉ねぎの植 

え付けと人参の間引 

きを実施 

(A) R1.11.17 

9:30～15:30 

(B) 豊田市猿投町

六反田当会 

役員圃場 

(C) 10人 

理事 

   服部裕一 

スタッフ：9人 

(D)豊田市内外

の一般・会員 

(E)参加者数  

22人 

大人 19人 

小中学生 3人 

※内会員 13人 

6,500円 

(２）総費用（無償ボランティア１０人） 

総合計         ６，５００円 

（内訳） 

・講師料（１人)無償ボランティア 

・会場費（当会や役員圃場なので無料） 

・賃借料              ６００円    ・保険料 ９００円 

・支払手数料    ５，０００円 

 

(３）収益       

総合計        １５，９００円 

(内訳） 

 参加費 

・一般、会員     １５，３００円（１，７００円×９人） 

・大人             ６００円（  ２００円×３人） 

 

反省点・改善ポイント 

今年度は、集客方法の改善が必要。各スタッフによる声掛けも必要。食育ワークショップは怪我 

無く順調に行うことが出来た。お客様同士の交流が出来和気藹々で楽しく出来た。 

前日は、遅くまで準備が掛るので、前倒しでできる事項の選定を行う。 
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（１）その他 費用 

・市民農園上賃貸料  ３，０００円 

・支払手数料       １２３円 

 

➄社会的包摂推進に係る事業 

(リ）事業内容 

平成２８年３月３１日 豊田市認定第２号 生活困窮者自立支援就労訓練事業所認定。 

生活困窮者自立支援制度は、平成２７年４月１５日「現在は生活保護を受給していないが、 

生活保護に至る恐れが有る人で、自立が見込まれる人」を対象に、困り事に関わる相談に 

応じ、安定した生活に向けて仕事や住まい、子どもの学習など様々な面で支援。生活保護か 

ら脱却した人でも、再び最低限の生活を維持出来なくなる事が無い様、支援の対象となる。 

 その為に、都道府県や市町村に「相談窓口・就労（準備）・家計・学習支援等」が設けら 

れている。 

【 暮らしに困る理由や状況は様々。支援の対象事例 】 

・離職後、求職の努力を重ねたが再就職出来ず、自信を失って引きこもってしまった人 

・高齢で体の弱った親と二人暮らしを続ける内に、地域から孤立してしまった人 

・家族の介護の為、時間に余裕はあるが収入の低い仕事に移った人 

・配偶者からの暴力を逃れて家を飛び出したが、子供が幼い為に就業が難しい人 

 ・いじめなどの為に学校を中退し引きこもりを続ける内に、社会に出るのが怖くなって 

しまった人 

・家計の管理が上手く出来ない為に、借金の連鎖を止められない人、等々。 

 2016年４月～ 会場は会の農事部の圃場・作業所で農業（心の学校メンタルヘルスの 

課外授として実践圃場）を通して、その方々に強制する事なく一緒に作業指導をしながら 

社会復帰を目指して相手の立場に立って無理なくやる気・元気を取り戻し自主性・自立支 

援を行う。 

豊田市福祉課より生活保護者の支援も依頼されて、同じ様に取り組んでいる。専任相談 

支援担当者として村野政章副理事長を任命し、事業に従事。全額会負担有給理事として雇用。 

 

＊全国エリアに理念に賛同する会員様通じ、団体や事業部を設立し本格的に始動。 

事業支援実施事例として、 

平成２９年（2017年1月）岐阜県飛騨エリア企業会員（株）ありがとうファーム 
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岐阜県第１号認定 生活困窮者自立支援における就労訓練事業所設立 指導 

   平成２９年（2017年4月） 

    岐阜県飛騨市 就労準備支援事業 委託事業 設立指導 

平成３０年（2018年9月～）千葉県野田市に市民団体Earth as Mother千葉を通じ企画提案 

平成３１年（2019年4月） NPO法人Earth as Mother千葉 就労準備支援事業受託設立指導 

平成３１年（2019年4月） NPO法人Earth as Mother岐阜 NPO法人ぎふNPOセンター協働 

土岐市就労準備支援事業・社会的居場所事業 業務連携指導 

現在、豊田市では生活福祉課より被保護者（生活保護）の体験訓練の希望者をインセンティ

ブ無しで受入れている。この3年豊田市就労訓練支援事業における市及び社会福祉協議会から

の受け入れに関しては、事業委託金、補助金、支援金等無しで社会復帰者を生み出している。 

豊田市担当部署には次年度以降の事業連携に関する事業内容の見直しと予算化を提案中。 

 

（ル）社会的包摂推進に係る事業 生活困窮者・生活保護者の自立就労支援事業 

（１） 総費用  

総合計   ３，００３，７８０円 

（内訳） 

・正会員従事者  無償ボランティア(延べ５６人) 

・給料手当1人    ３，０００，０００円（１２ヶ月×２５０，０００円） 

・支払手数料               ３，７８０円 

 

（２） 収益  

総合計           １，０６４，０００円 

（内訳） 

  各支部、エリア指導料   １，０６４，０００円 

 

（３）反省点・改善ポイント 

   今年度より各地区より指導料をいただき、収益収入が上がっている。赤字事業の為さらに 

利益収入を上げる事が必要。 

 

 

⑧前各号の事業を遂行する為に必要な事業  

（レ）事業内容 

豊田市協働事業として始めたが、2016年度に助成金対象期間が終了。 ７期を迎えた２０ 

１６年度から当法人単独での事業運営となり市民農園指導教室を年２回開講。 今年度の講 

師は自主管理の方々の発表の場所として市民農園マザリーアースを青空会場にして一般市民 

も対象に有料で農業の普及活動として開催。市民農園菜園から個人で農地を借りられる方が 

増えた。市民農園も1人の方が2区画、３区画と利用が増え農業を楽しまれる方が定着しだし 

た。 

 

(ロ）前各号の事業を遂行する為に必要な事業 市民農園 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業 

（市民農

園） 

土づくり青空交流会 (A) R1.7.14 

10:00～12:30 

(B) 市民農園 

マザリーアース 

(C) 1人 

副理事長 

 村野政章 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E) 参加者数 

4人 

  大人 4人 

 

1,590円 

⑧前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業 

（市民農

園） 

野菜づくり青空交流会 (A) R1.11.3 

10:00～12:30 

(B) 市民農園 

マザリーアース 

(C) 1人 

副理事長 

 村野政章 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E)参加者数 

4人 

  大人 4人 

※内会員 1人 

1,145円 

(２）総費用（無償ボランティア２人） 

総合計            ６５，６４８円 

（内訳） 

・諸謝金講師料 ０円（２人無料） 

・通信費       ３，４１５円  ・燃料費       ３９８円 

・消耗品費       １，０６９円  ・支払手数料  ６０，２１６円 

・印刷製本費       ５５０円 

 

(３）収益       

総合計           １４６，８８４円  

 (内訳）  

・市民農園セミナー参加料（延べ８人）    ４，８００円 

１回目 利用者    ６００円×４名＝ ２，４００円  

２回目 利用者    ６００円×４名＝ ２，４００円  

・市民農園利用料（１６人）           １４２，０８４円 

１区画利用者   ５，５００円×８名＝４４，０００円 

２区画利用者  １１，０００円×６名＝６６，０００円 

３区画利用者  １６，５００円×２名＝３３，０００円 

・前受金２０１８年１～３月分２４区画分差引   １０，９９２円 
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・前受金２０１８年１～３月分２６区画分差引  ▲１１，９０８円 

 

反省点・改善ポイント 

雨も上がり開催することができた。2019年度新規利用者様の参加で土づくりの意見交換が 

されて良かった。既存の利用者様の参加を促すには新しい興味を引く内容が必要だと思われる。 

藤の赤みそ汁やハーブティを飲みながらのゆっくりまったりとした空間での学びや意見交 

換は豊かな時間であると好評であった。新規利用者様の参加はあったが、既存の利用者様の 

参加はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

（ワ）事業内容 

食や農業への理解をより増進する農業体験機会を提供するために、日進市での教育ファーム 

開催検討会を実施。より充実したプログラム企画開発を行う。検討委員会を開催しながら、事 

業を進めることにより、次年度実施予定の農業体験を、一時的なイベントではなく、生産者の 

指導を受けながら、大人も子供も一連の農作業や伝承農法等を体験する中で、地域の農業や田 

畑が洪水防止、生物多様性保全、地域の食文化や伝統文化の継承など多くの機能を持っている 

ことに気付き、農業の魅力を再発見する機会を多く提供することにつながる為、農林水産省  

食料産業・６次産業化交付金(愛知県地域の魅力再発見食育推進事業)の助成を受け実施。 

 (ヲ）前各号の事業を遂行する為に必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧ 前各号の

事業を遂

行する為

に必要な

事業 

（協働事

業） 

（農林水産省、食料産

業・６次産業化交付

金）第１回教育ファー

ム検討委員会 

(A) R1.6.27 

10:00～11:45 

(B) 日進 

市民文化会館 

(C) 4人 

理事長 

 山本百百代 

スタッフ：3人 

(D) 日進市職

員、日進市

市民、 

(E) 参加人数 

11人 

市役所職員 

4人 

一般 3人 

2,418円 
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事務局 4人 

福祉関係者 

1人 

⑧ 前各号の

事業を遂

行する為

に必要な

事業 

（協働事

業） 

（農林水産省、食料産

業・６次産業化交付

金）第2回教育ファー

ム検討委員会 

(A) R1.8.29 

10:00～11:45 

(B)日進 

市民文化会館 

(C) 3人 

理事長 

 山本百百代 

スタッフ： 2人 

(D)日進市職

員、日進市市

民、 

(E)参加人数 

9人 

市役所職員 

4人 

一般 2人 

事務局 3人 

4,351円 

⑧ 前各号の

事業を遂

行する為

に必要な

事業 

（協働事

業） 

（農林水産省、食料産

業・６次産業化交付

金）第3回教育ファー

ム検討委員会 

(A) R1.10.24 

10:00～11:45 

(B)日進 

市民文化会館 

(C) 4人 

理事長 

 山本百百代 

スタッフ 3人 

(D)日進市職

員、日進市市

民、 

(E)参加人数

10人 

市役所職員 

4人 

一般 2人 

事務局 4人 

福祉関係者 

1人 

1,030円 

⑧ 前各号の

事業を遂

行する為

に必要な

事業 

（協働事

業） 

（農林水産省、食料産

業・６次産業化交付

金）第4回教育ファー

ム検討委員会 

(A) R1.12.12 

10:00～11:45 

(B) 日進 

市民文化会館 

(C) 3人 

理事長 

 山本百百代 

スタッフ 3人 

(D)日進市職

員、日進市市

民、 

(E)参加人数

10人 

市役所職員 

4人 

一般 3人 

事務局 3人 

福祉関係者 

1人 

1,670円 

 (２）総費用（無償ボランティア１４人） 

総合計         ９，４６９円 

（内訳） 

・消耗品費    ２，９４１円     ・賃借料     ６，３４８円 
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・事務用品費     １８０円  

 

(３）収益       

総合計             ０円  

（内訳） 

 

反省点・改善ポイント 

日進市役所関係者や福祉、保育、大学教授が参加され、これからの共育などについて 

活発な提案がされ良い会合となった。 

 

（ン）事業内容 

平成３０年度農林水産省 食料産業・６次産業化交付金(愛知県地域の魅力再発見食育推進 

事業)の助成を受け２月１０日開催。“未来へつなぐ食生活と農業に関するシンポジウム 

２０１９”と題し、『カレーライスを一から作る』ドキュメンタリー映画上映会と農林水産省 

大臣官房広報評価課報道室企画専門職の松本純子氏による講演会と高橋ファミリー 

クリニックの高橋信雄氏のミニ講演会を行った。村野副理事長のコーディネートによる松本純 

子氏と高橋信雄氏の対談では、未来への子どもたちへ如何にして、食育・食農の和をつないで 

いくか参加者を交えたディスカッションを行った。米や野菜の栽培工程パネルの展示や説明、 

農薬や除草剤・化学肥料を一切使用しない作物を試食し、生産者と消費者の交流を図りながら 

実施することにより、日本型食生活の良さの再発見、地産地消への理解促進など、県民の食へ 

の関心や理解を深めた。午前中には、親子向けに食育の大切さを伝える『親子で体験カレーラ 

イスづくり』を開催した。 

シンポジウムを開催する事により、各ライフステージにおける食生活の課題や地域農産物の 

現状を伝え、充実した食生活や毎日の食事が生産者をはじめ、多くの関係者により食が支えら 

れている事を知り、健全な心身を培うと共に食に対する感謝の気持ちを深める機会となった。 

今後も同様の取組を継続していく必要がある。 

(ガ）前各号の事業を遂行する為に必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等  

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④ 資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

（農林水産省、地域の魅力再発

見食育推進事業） 

「親子で体験カレーライスづく

り」 

カレーライスづくりを実施 

(A)R1.2.10 

10：20〜12：30 

(B)崇化館交流館 

 調理室 

(C)6人 

(D)一般市民 

(E) 20人 

 参加者数 

大人 13人 

3歳児以上  

0円 
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ニティの

構築事業 

黒田留美 

スタッフ 5人  

6人 

未就学児 1人 

※内会員 5人 

④ 資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（農林水産省、地域の魅力再発

見食育推進事業）「未来へつなぐ

食生活と農業に関するシンポジ

ウム2019」として 

映画上映、講演会、パネルディス

カッションを 

実施 

(A)R1.2.10 

13:00〜17：00 

(B)崇化館交流館 

 大会議室 

(C)13人 

(D)一般市民 

(E)参加者数 

58人 

大人 55人 

小中学生 3人 

内会員 28人 

361,520円 

 

(２）総費用（無償ボランティア６人） 

総合計         ３６１，５２０円  

（内訳） 

・仕入高ＮＰＯ    ７，８４５円     ・雑給        １０１，３７６円 

・旅費交通費    ４１，７８０円      ・通信費             ８，５５９円 

・保険料       ３，０００円     ・賃借料           ６４，８００円 

・消耗品費      ２１，３１８円     ・事務用品費             ４４２円 

・広告宣伝費    １０９，２１４円       ・支払い手数料           ７５６円 

印刷製本費          ２，４３０円 

 

(３）収益  

総合計  １７４，０００円 

（内訳）  

 シンポジウム    １７４，０００円 

・前売り     １７１，０００円（１，８００円×９５人） 

・小中学生以下    ３，０００円（１，０００円× ３人） 

 

反省点・改善ポイント 

タイムスケジュールがきつきつの状況にあるので、開始前、終了後に活動紹介会を映像として 

流すような工夫が必要。 

集客が今回も少ない状況。各スタッフがお客様へ一人ずつ声掛けをする必要あり。 

また、農事ボランティアの方を繋いでゆき、イベントなどへの参加につなげる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（ギ）事業内容 

平成３１年度農林水産省 食料産業・６次産業化交付金(愛知県地域の魅力再発見食育推進 
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事業)の助成を受け９月８日開催。 

“未来へつなぐ食生活と農業に関するシンポジウム２０１９ in にっしん”と題し開催。広く 

多くの一般県民に対し、各ライフステージにおける食生活の課題や地域農産物の現状を伝え、 

毎日の食事が自然の恩恵の上に成り立ち、生産者をはじめ、多くの関係者により食が支えられ 

ている事知り、食に対する感謝の気持ちを深めてもらい、地域農産物の地産地消への関心が 

高める事を目的に行った。内容は、『人生フルーツ』ドキュメンタリー映画の上映会。東京 

農業大学 国際食料情報学部 国際食農科学科 教授 上岡 美保氏による講演。『次世代に持続 

可能な世界へのバトンを渡す為の、食育・食農・共育とは』をテーマとした対談を副理事長 

村野政章がコーディネーターとなり上岡美保氏と理事長 山本百百代、NPO法人親育ネットワー 

ク代表理事 黒田忠晃にて行った。 会場内には、米や野菜が出来るまでの栽培工程や日進市 

での米作り体験コースについてのパネル展示、完全オーガニック（農薬等不使用）の米や野菜な

どの試食を行った。また、日進市近藤裕貴市長、愛知県県会議員近藤裕人氏も登壇し、祝辞をい

ただいた。農産物への愛情を持ち、種から育てる喜び、楽しみ、育てる大変さやそして食する食

農、食育の大切さ、ありがたさや共育の必要性を伝える良い機会となった。 

 

(グ）前各号の事業を遂行する為に必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等  

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④ 資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

（農林水産省、地域の魅

力再発見食育推進事業）

「未来へつなぐ食生活

と農業に関するシンポ

ジウム 2019 in にっし

ん」として映画上映、講

演会、パネルディスカッ

ションを実施 

(A)R1.9.8 

13:00〜17：00 

(C) 市民会館 

小ホール 

(C)13名 

(D)一般市民 

(E)参加者数 

 92人 

大人 86人 

小中学生 5人 

未就学児 1人 

内会員 31人 

 

332,859円 

 

(２）総費用（無償ボランティア６人） 

総合計         ３３２，８５９円  

（内訳） 

・雑給        １００，２８８円        ・旅費交通費     ３０，３６０円  

・通信費               ７，０２３円        ・賃借料          １０７，９３０円 

・保険料             ３，０００円        ・消耗品費              １，３３０円      

・広告宣伝費            ７６，１０２円      ・支払い手数料              ９１８円 

・印刷製本費             １，５００円    ・仕入高NPO          ４，４０８円 
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 (３）収益  

総合計      １４９，２００円 

（内訳）     

・前売り       １２４，２００円（１，８００円×６９名） 

・当日券     １８，０００円（２，０００円× ９人） 

・小中学生以下   ７，０００円（１，０００円× ７人) 

 

反省点・改善ポイント 

開催１０日ほど前まで集客が少ない状態だったが各スタッフの呼びかけによりスタッフを併せて

９２名の参加者となった。シンポジウムなどは体験型のイベントに比べ集客がしにくい。毎回参

加してくれるコアな方を増やして行く必要あり。会員募集の強化策が必要。 

（ゲ）事業内容 

日進市の委託事業として『にっしん米作り体験コース2019』を５月１９日の田植えより開催。 

7月28日（日）には、第２回目の『田んぼに暮らす生き物観察。除草などの稲のお世話』を開催。

除草のレクチャー稲の成長状況を説明。その後、生き物観察をして捕まえた生き物の発表会を 

行った。 

10月20日（日）には、第３回目の『手鎌で稲刈り。はざかけ』を開催。講師は当会農事業部委 

員の山田が担当し 昔ながらの手鎌での稲の刈り方やはざがけのレクチャーを実施した。 

11月10日（日）には、第４回目の『昔ながらの足踏み脱穀』を開催。昔ながらの足踏み 

脱穀機を使用した脱穀方法やわらとりなどを行った。また、コンバインの説明。 足踏み脱 

穀から機械に進化した内容を説明。また、特別企画として竹筒炊飯を火起こしから薪割り 

まで参加者と一緒に行った。 

12月1日（日）には、最終回として『正月前のしめ縄-リース作り』を開催。講師は当会環 

境寺子屋事業部の服部、伊藤が担当し、もち米を青田刈りした藁を使ったしめ縄作りを実施 

藁叩きや藁絞り、飾りつけ等を体験された。しめ縄づくり後は、１年の振り返りを行った。 

参加する事で自然に触れ、農業を体験する事で子ども達に良い影響を与えて頂いた等嬉しい 

感想があった。 

第１回から４回目までは昼食としておむすびと旬の野菜のお味噌汁の提供を行った。 

提供時に食育の必要性や野菜や米も薬膳的効能など伝えている。一年を通じお客様に満足頂 

ける内容となった。 

 

(ゴ）前各号の事業を遂行する為に必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等  
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事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧ 前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業。 

第 1回 

峰のむらさきの田植え、

苗取り 

(A)R1.5.19 

(B)日進市当会圃場 

(C)7人 

 村野副理事長 

スタッフ 6人 

(D)一般市民 

(E)参加者数 

39人 

大人 22人 

小中学生 12人 

未就学児 5人 

39,231円 

 

⑧ 前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業。 

第2回 

生き物観察。除草など 

(A)R1.7.28 

(B)日進市当会圃場 

(C)7人 

 村野副理事長 

 スタッフ 6人 

(D) 一般市民 

(E) 参加者数 

39人 

大人 20人 

小中学生 12人 

未就学児 7人 

2,054円 

 

⑧ 前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業。 

第3回 

峰のむらさきの稲刈り

とはざがけ。 

(A)R1.10.20 

(B)日進市当会圃場 

(C)7人 

(D)一般市民 

(E)参加者数 

23人 

大人 11人 

小中学生 7人 

未就学児 5人 

19,750円 

 

⑧ 前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業。 

第4回 

峰のむらさきの足踏み

脱穀。竹筒炊飯。 

(A)R1.11.10 

(B)日進市当会圃場 

(C)9人 

村野副理事長 

スタッフ：8人 

(D)一般市民 

(E)参加者数 

18人 

大人 ９人 

小中学生 6人 

未就学児 3人 

11,186円 

 

⑧ 前各号の

事業を遂

行するた

めに必要

な事業。 

第5回 

しめ縄-リース作り 

(A)R1.12.1 

(C) 日進市 

北部福祉会館 

(C)5人 

村野副理事長 

スタッフ 4人 

(D)一般市民 

(E)参加者数 

15人 

大人 7人 

小中学生 4人 

未就学児 4人 

7,065円 

 

(２）総費用（無償ボランティア６人） 

総合計         １０３，４８６円  

（内訳） 
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・保険料        ６，１８０円    ・消耗品費   ６７，４０６円       

・広告宣伝費       ４，８８０円     ・印刷製本費     ８２０円      

・賃貸料        ２４，２００円 

 

 (３）収益  

総合計      ４１８，２００円 

（内訳） 

〇第１回   ８３，６４０円 

〇第２回   ８３，６４０円 

〇第３回   ８３，６４０円 

〇第４回   ８３，６４０円 

〇第５回   ８３，６４０円 

 

反省点・改善ポイント 

広報にっしんや日進市のサイトやメールにて集客を実施。ほぼ満員となった。 

また、にっしん<食育食農>共育ファームにっしん米づくり体験コース独自の HPを 

作成することにより、お客様に現状の田んぼの状態や振り返り報告も可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ザ）事業内容 

アジア保健研修所(AHI) の紹介にてNたま１７期生に、Earth as Motherの活動紹介と 

稲刈り体験を実施。 

(ジ）前各号の事業を遂行する為に必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等  
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事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④ 資源循環

型・環境保

全型経済

を推進す

るコミュ

ニティの

構築事業 

NGO のスタッフになり

たい人（N たま）のコミ

ュニティカレッジでの

活動紹介と稲刈り体験 

 

 

(A)R1.11.2 

15:00〜17：00 

(B)AHI施設 

(C)理事長 

  山本百百代 

スタッフ：３人 

(D)カレッジ参

加者 

(E)参加者数 

20人 

大人 20人 

 

 

0円 

 

 

(２）総費用（無償ボランティア６人） 

総合計               ０円  

（内訳） 

(３）収益  

総合計       １０，０００円 

（内訳）     

・謝礼金       １０，０００円 

 

反省点・改善ポイント 

稲刈りやはざがけ体験が初めての方が多く楽しんでされていたのが印象的だった。圃場は少し 

ぬかるんでいたが、怪我無く無事終わる事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 費用  

・雑給（前年度）   ８，７１０円    ・事務用品費     １８１円 

・広告宣伝費     ２，９１６円    ・支払手数料     ２７０円 

 

⑨管理事業 

（ズ）事業内容 

 (２)事務局管理費  

１ 総費用  

総合計    ２，９２０，７６８円 

（内訳）   
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    管理費の内訳 

     法定福利費（管理)        ５９２，２２９円 

旅費交通費（管理）         ５，１４０円 

通信運搬費（管理）       ２７９，９１２円 

賃 借 料（管理）        １５，２００円 

地代 家賃（管理）       ８４０，０００円 

水道光熱費（管理）       ３１２，１９７円 

消耗品費 （管理）       １１２，７３０円 

租税公課 （管理）        １７，８３２円 

運   賃（管理）             ３，９０６円 

            事務用品費（管理）        ３０，４９５円 

広告宣伝費（管理）       １２２，１７９円 

       支払手数料（管理）       ５０４，９００円 

諸 会 費（管理）         ６８，９５０円 

印刷製本費（管理）        １５，０９８円 

        

 

２ 収 益                 

総合計   ３，５００，１０６円 

 （内訳）   

受取入会金               ８，０００円 

       正会員受取会費           ４４５，０００円 

団体・企業受取会員              ８０，０００円 

       寄付金収入            ２，０９７，３４７円 

       受取助成金            ２８７，０００円 

              受取補助金           １３８，０３０円 

       賛助会員              ６，０００円 

       管理              ３８２，６００円 

雑収益               ５５，５８０円 

        受取利息                  ５４９円 

  ※来年度からの事業に関して昨年多大な寄付金を頂いた。 

 

（３）その他の事業に係る事業 

     ※本年度は実施せず。 

 

３ 会議の開催に関する事項 

（１）総会 
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ア 通常総会 

通常総会 

・開催日時及び場所  

平成３１年３月１０日 １２：３０～１４：２０ 

  ウィルあいち セミナールーム５ 

・議題 

① 第一号議案 平成３０年度 事業報告、収支決算報告について 

② 第二号議案 平成３０年度 監査報告について  

③ 第三号議案 平成３０年度 寄附金活用報告について 

④ 第四号議案 平成３１年度 事業計画（案）、活動予算（案）について 

⑤ 第五号議案 平成３１年度 理事長互選（案）について 

⑥ 第六号議案 平成３１年度 理事（案）について 

⑦ 第七号議案 平成３１年度 運営組織・人事（案）について 

⑧ 第八号議案 定款内容変更について 

⑨ 第九号議案 農事事業の専任者新規雇用について 

⑩ 第十号議案 その他 

 

（２）理事会 

  イ 理事会 

第１回理事会 

・開催日時及び場所 

平成３１年２月５日 １９：３５～ ２３：３０ 

鶴舞事務所 

・議題 

① 第１１回通常総会議案について 

② 第１１回通常総会プログラムについて 

③ その他について 

 

第２回理事会 

・開催日時及び場所 

 平成３１年２月１８日 １９：１５～ ２３：３０  

 鶴舞事務所 

・議題 

① 平成３０年度予算最終審議 

② 平成３０年度組織運営について 

③ その他について 

 

第３回理事会 

・開催日時及び場所 

 令和元年１２月１５日 １９：００～ ２３：００  

 鶴舞事務所 

・議題 

② 令和２年度年度年事業方針 

③ 令和２年度年間スケジュール 

④ 令和２年度各事業部門予算 

⑤ 令和２年度組織、理事について 

⑥ 新規雇用、収益拡充について 

⑦ 平成３１年度寄附金使用について 


